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売春街の女性3000人が国会前でデモ 
 

 7日午後12時30分、ソウル・汝矣島（ヨイド）の国会前。3000人余の女性が全員帽
子をかぶり、マスクをして歩道と車道2車線に座り込んでいた。彼女たちはソウル、
釜山（プサン）、大邱（テグ）、江原（カンウォン）など全国12か所の売春街から集まっ
た。  
  
 ソウル・清凉里（チョンニャンニ）の売春街（通称『清凉里588』）から来た参加者ら
は、ジーパンにTシャツなどの普段着に、赤い帽子と白いマスクをしていた。ソウル・
龍山（ヨンサン）駅にある売春街から来た女性たちはそろいの紺色の帽子をかぶっ
て座っていた。  
  
 売春街別に異なる色の帽子とマスクを準備し、「生存権保障」「2007年まで猶予せ
よ」などと書かれたたすきを肩からかけていた。  
  
 司会者が集会場の前に設けられた舞台でマイクを取った。  
   
 「弥阿里(ミアリ)の姉妹の皆さん、いらっしゃいましたか？立ち上がって下さい」「永
登浦（ヨンドゥンポ）の姉妹の皆さん、集まりましたか？立ち上がって下さい」。  
  
 呼ばれた地域の売春女性たちが立ち上がるたびに喚声とともに拍手が起こった。
参加者たちがこぶしを握ってスローガンを叫び始めた。「生存権を保障せよ！」「私
たちを職業人として認めて！」。 
 
 史上初の売春女性らの全国集会のため、
地方警察署の情報課の刑事までソウルに
押し寄せるなど、警察は極めて緊張した雰
囲気だった。中でも警察は女性参加者らが
裸でデモをする可能性があるとの情報を入
手し、100人で構成された女子警察1個中隊
と毛布60枚を現場に緊急投入した。  
  
 しかし、女性らは太鼓などを動員して集会
の雰囲気を盛り上げ、時々歌を歌っただけ
で、裸でのデモは行わなかった。   
  
 女性らは「生存権を踏み潰さず、われわれ
の職業を認めよ」「対策のない性売買法で
全国が売春街と化す」などと書かれたプラカ
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ードを振りながら、「性売買特別法を改正せ
よ」「女性団体はわれわれを利用するな」などスローガンを叫んだ。   
  
 自由発言を通じて、十数人の性売買女性が発言するコーナーもあった。通称「弥
阿里テキサス」から来たある女性は「父の治療費と弟たちの学費を稼いでいる。家
族を養っている人のためにも（性売買法の施行を）猶予してほしい」と語った。   
  
 司会を務めた京畿(キョンギ)道・水原(スウォン)の売春女性は「政府対策は他のと
ころに就職させてくれるというものでもない」とし、「闘争を続けよう」と呼びかけた。   
  
イ・ヨンス記者 hejsue@chosun.com  

2/2 ページDigital Chosunilbo (Japanese Edition) : Daily News in Japanese About Korea

2004/10/20http://japanese.chosun.com/site/data/html_dir/2004/10/07/20041007000071.html


